
萬屋薬局

第3回けんけつ川柳コンテスト結果発表

https ://www.yorozuya-yakkyoku.jp/

～萬屋薬局すこやかナビ～

～萬屋薬局すこやかナビ～くるみの最新号
およびバックナンバー（全号）はウェブサイト
（ホームページ）からもご覧いただけます！
https://www.yorozuya-yakkyoku.jp/

くるみ

20第 　　号
（2024年 12月）

献血特集号

選
者
か
ら

■
様
々
な
年
代
か
ら
の
献
血
に
対
す

る
思
い
の
作
品
を
楽
し
く
拝
見
し
ま

し
た
。
最
優
秀
賞
は
献
血
と
今
の
時

代
に
お
け
る
多
様
性
を
詠
み
込
ん
だ

秀
句
で
し
た
。
べ
っ
ぴ
ん
川
柳
・
熱

血
応
援
・
特
別
の
各
賞
は
「
古
稀
に

な
る
締
め
切
り
前
」
「
血
の
気
の
多
い

そ
こ
の
君
」
「
16
の
ぼ
く
ら
」
な
ど
献

血
年
齢
16
～
69
歳
を
句
の
中
に
う
ま

く
取
り
入
れ
た
、
今
回
の
テ
ー
マ
「
若

者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
に
沿
っ
た
秀

句
で
し
た
。
（
山
形
県
川
柳
連
盟
副
理

事
長　

太
田
祐
子
）

■
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
作
品
は
ど
れ

も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
が
、
若

年
献
血
、
多
様
性
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
献
血

は
医
療
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
輸

血
の
源
。
コ
ン
テ
ス
ト
を
き
っ
か
け

に
献
血
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
（
山
形
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

所
長　

鎌
塚
栄
一
郎
）

■
た
く
さ
ん
の
投
稿
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
今
を
表
現
し
た
キ
ー

ワ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
楽
し
く

選
ば
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
若
者
の

献
血
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
ま
す

よ
う
、
引
き
続
き
呼
び
か
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
（
萬
屋

薬
局　

中
村
妙
子
）

し
て
み
ね
が 

血
の
気
の
多
い 

そ
こ
の
君　　
き
い
ろ
い
ト
マ
ト

古
希
に
な
る 

締
め
切
り
前
の 

人
助
け　　　
ひ
ろ
し
で
す

16
の 

ぼ
く
ら
も
つ
な
ぐ 

輸
血
の
輪　　　　　　　　　　　　　 

Ｈ
Ｓ

献
血
ル
ー
ム
で 

放
課
後
に
す
る 

待
ち
合
わ
せ　　 

の
ん
ち
ゃ
ん

べ
っ
ぴ
ん
川
柳
賞

機
械
で
は　
造
れ
ぬ
若
き　
血
潮
か
な　　　　　　  

Ｋ
Ｍ

献
血
に　
誰
か
の
明
日
が　
託
さ
れ
る　　　　　　　 

い
せ
ち
ゃ
ん

16
歳　
ち
ょ
っ
と
大
人
の　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　　　　　
ウ
ィ
ス
キ
ー
マ
ン

い
つ
の
日
か　
戻
っ
て
く
る
よ　
思
い
や
り　　　　　
み
る
み
る

受
け
継
ぐ
よ　
救
え
る
命　
若
い
血
で　　　　　　　
Ｍ
Ａ

出
血
サ
ー
ビ
ス
賞

熱

血

応

援

賞

献
血
を 
す
る
と
御
飯
が 

マ
ジ
う
ま
い　　
　 

き
い
ろ
い
ト
マ
ト

特
　

別
　

賞

賞追加

今回のテーマ

若者への
メッセージ

献
血
を 

す
る
理
由
そ
こ
に 

多
様
性

最　

優　

秀　

賞

あ
ん
ず
の
次
女

　

企
業
献
血
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
一
層

の
献
血
啓
発
を
目
的
と
し
た
、
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト

を
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
継
続
開
催
の

ご
要
望
も
い
た
だ
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
の

第
２
回
に
つ
づ
き
同
第
３
回
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
テ
ー
マ
を
「
若
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

と
し
、
献
血
に
関
す
る
川
柳
を
多
く
の
皆
様
か
ら

ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
先
日
、
川
柳

選
者
等
か
ら
な
る
選
考
会
を
開
催
し
、
約
一
カ
月

間
で
集
ま
っ
た
皆
様
の
川
柳
の
中
か
ら
各
賞
を
決

定
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
で
発
表
さ
せ
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
献
血
特
集
号
と
し
て
く
る

み
第
二
〇
号
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

わ　　　　
け



山形県における若年層の献血の現状と課題について

山形県赤十字血液センター

※全国と山形県の若年層減少割合の比較

～全国～ ～山形県～

山形市香澄町２－２－３６（山形センタービル５階）

全血献血　9：00～12：30、14：00～17：00  

成分献血　9：00～12：00、14：00～16：30  

70歳以上

59.8% 60~69歳

17.2%

血液の約8割は60歳以上の患者さんに使われている

血液を使う年齢は何歳︖

70歳以上

60～69歳

50～59歳

40～49歳

0～29歳

30～39歳

・１０代～３０代の献血者は１０年前と比較し、全国で約７５万人（３２％）減少しています。

山形県においても同様で、残念ながら約１万１千人（４２％）減少しています。

若年層の献血離れが進行していく一方で、輸血を受ける方の高齢化が進んできております。

理由の一つとして、近年日本人の二人に一人の割合で

診断されるといわれる、「がん」の患者さんが増えてき

たことです。

　「がん」の患者さんが、輸血を必要とする理由とし

て、抗がん剤治療はがん細胞を破壊していきますが、

同時に正常な血液を造る細胞（造血幹細胞）も破壊さ

れてしまいます。

　そのため、血液を造ることができず貧血となってし

まい、治療のため輸血が行われます。

　今後、輸血を受ける患者さんが増え、献血の協力を

してくれる方が減少してしまうと、輸血用血液の安定供給に支障をきたす恐れが出てしまいます。

　ぜひ、若いチカラで献血へのご協力をお願いいたします。 



東北芸術工科大学  デザイン工学部  企画構想学科４年  大町 萌々子
おおまち　　　ももこ

萬屋薬局では20～30代の方が比較的
多く、なんと約4割。でも、若年層の
献血者数減少の事実が8割の方に認知
されていない！やはり、これからの
課題となりそうですね。

献血アンケート考察 萬屋薬局の献血来場者から回答いただいたアンケートから
抜粋してご紹介いたします（回答数151）

●あなたの年齢は？ ●この10年間で山形県内における若年層（10～30歳代）の献血者が

　 40％以上減少していることをご存じですか？
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　独参湯はお種人参だけからなる漢方処方です。外傷による大出血や、重病からの
回復期など、貧血や体力の著しい低下に用いられてきました。現代医学的にはショッ
ク状態に近いと考えられます。
　漢方医学的には気虚の薬です。気虚の気とは生命のエネルギーを指し、虚とは欠
乏の意味なので、気虚とは生命のエネルギーが衰えた状態を意味します。
　また、そこまで激しい症状でなくても用いられ、現在のセルフメディケーション
への応用も可能です。効能は、疲労時や病後の体力の回復、胃腸機能の改善と食欲
増進などです。血色の改善、免疫力アップによる抵抗力の増強などが期待できます。
ただ、必要な時に使用すべきもので、漫然と服用するのは避けたいものです。
　独参湯の入った薬膳中華ちまきで、献血後の心身回復にお役立てください。

～独参湯～ 　　　　　　　　　　　　　　　　中村医院　院長　中村  東一郎

　医療に欠かせない輸血用血液は人工的につくることができません。また、

生きた細胞ですので長い期間保存することもできず、絶えず誰かの献血が

必要となります。

　萬屋薬局では、平成 25 年から毎年、社員をはじめ、地域の皆さま、近

隣の福祉施設や事業所など多くの方々のご協力をいただきながら、献血活

動に取り組んでおり、12 周年を迎えました。これまで多くの方からお力

添えを頂き、心から感謝申し上げます。

　今年度は、9 月 17 日、18 日の 2 日間、六日町本店を会場に企業献血を行い、157 名の皆さまから足を

運んでいただき、献血へのご協力を頂戴いたしました。萬屋薬局では、今後も献血サポーターとして献血

活動に取り組んでまいります。皆様のご協力よろしくお願いいたします。

　卒業制作「若年層と献血の距離を近づけるプロジェクト」に取り組んで

いる東北芸術工科大学 デザイン工学部 企画構想学科 4 年の大町萌々子さ

んに参加いただき、「パネル展示」「けんけつの木」を通し PR 活動を行っ

ていただきました。（大町さんの特集は中面）
　

待ち時間を有効活用し、店内相談コーナーにおいて「体組成測定」や

管理栄養士による「栄養相談」、薬剤師による「健康相談」を実施いた

しました。

　ご来場いただきました皆さまに

は、弊社オリジナルのお種人参の

入った「薬膳中華ちまき」を提供さ

せていただき、大変高評でした。
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謝
の

御種人参
入り

東北芸工大学生とのコラボ

健康相談・栄養相談

薬膳中華ちまき

　

皆様のご協力で
　　 「企業献血　　　　周年」12 私たちは

献血推進キャンペーンを
応援しています。

どくじんとう


